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明日から、8 月 2４日まで、３８日間の長い夏休みに入ります。 

夏休みにしかできないことに（体験＝やってみる）取り組んでほしいと思います。「見る」「聞く」「話す」という学

びももちろん大事ですが、「体験」を通した学びによる成長は一段と大きいと思うからです。体験は人からもらうこと

はできません。自分で積むしかできない「宝物」です。特に「はじめて」の体験は、人を大きく成長させてくれます。 

夏休みは、この「体験」が一番できるときです。例えば「料理を作る」「毎日、読書をする」「ラジオ体操に休まず参

加する」「星空観察をする」などなど、やれることがいろいろあると思います。「毎日、読書をする」とか「はじめて」

にはならないと思われるかもしれませんが、これまで続けてこなかったことを毎日休まず続けることも「はじめて」

と考えていいと思います。「はじめて続けた」でも大丈夫です。「初めて家の人に手伝ってもらいながら、お風呂掃除を

した。料理をした。」もいいですね。「はじめて」っていうのは、「今までの自分を超える」

という考えでいいんです。今までの自分ではできなかったことに挑戦してやってみまし

ょう。私からの宿題を２つ出しました。 

① 今年の夏休みに、「はじめて〇〇しました」にちょうせんしよう！ 

② ８月２５日(火) 元気に登校しよう！ 

※「はじめて」に挑戦する際に、危険はないかよく考えて行動してください。例えば、星空を見る際はおうちの人と

一緒に見るとか、料理をする際もおうちの人に見守ってもらうなど、一人だけでは危険なことはおうちの人と相談

して、できそうなことに挑戦するようにしましょう。 

 

7 月 10 日(金)「運動会を盛り上げる取り組み

を考えよう」という議題で、代表委員会が開催さ

れました。３年生以上の学年代表と各委員会の委員長が集まり、運動会のスローガンや盛

り上げるためにできる工夫を考えました。スローガンは「西っ子団結！みんなが主役！一

生けんめいがんばれ！笑顔満開 最後まで」に決まりました。また、盛り上げるためにで

きる工夫についても、すべての学年が役割を担って準備を進めていきます。クラスを代表

して参加した子は自分たちの意見を伝えることができたようです。

運営・ボランティア委員会の皆さんもスムーズな進行ありがとうご

ざいました。 

７月１６日(木)６年生対象に

「防煙教室」が実施されました。

学校薬剤師の永尾先生に「たば

この害」や「誘われた時の断り

方」等をご講話いただきました。

たばこがいかに体に害を及ぼす

かを十分学んだことと思いま

す。自分の健康についてしっか

り向き合ってほしいと思います。 

 

７月１４日

(火 )と１６日

(木)、３・４年生

と５年生が、総合的な学習の時間で学んだことを伝えるため

に「かんころの家」をそれぞれ訪問しました。３，４年生は、

地域の魅力的な場所や催し物(なきびすさん・ほたるまつり・

神六神社・お茶・観音堂)について、調べたことを発表しまし

た。５年生は、駐在所の中島さんと一緒に「特殊詐欺」の被

害防止を呼び掛けた寸劇を紹介しました。実際に警察や銀行員になりすました事例を挙げて、わかりやすく伝えるこ

とができました。喜んでいただけたようです。 

 

  人とのかかわりを大切にしながら よく遊びよく学ぶ子 ～みんなで広げよう 西っ子の「わ」～ 

防煙教室 ６年生 

38 日間の夏休み  

「はじめて〇〇しました」にちょうせんしよう 

「かんころの家」での発表  

３・４年生＆５年生  

代表委員会  

 

６年生が社会科で学習した「東大寺の大仏」の実

寸大の絵を運動場に描いていました。机の上で学ぶ

だけでなく、自分たちで描 

いてみることで大きさ 

が体感できていい学び 

になったようです。 

地上班と３階からの 

指示班に分かれて楽 

しく活動する姿が印 

象的でした。すごく 

上手に描けています。 

運動場に「巨大大仏」現わる！ 


